
令和５年度 第２回 高等学校入学者選抜審議会 

日時 令和５年１１月１５日（水）午後２時から 

場所 行政庁舎９階 第一会議室      

 

次    第 

 １ 開 会 

 

 

 ２ 審 議 

  （１）令和７年度宮城県立高等学校入学者選抜方針について 

  （２）令和７年度宮城県立高等学校入学者選抜日程について 

 

 

 ３  答 申 

 

 

４ 報 告 

  （１）令和６年度宮城県公立高等学校入学者選抜事務日程について 

  （２）高等学校入学者選抜審議会第２回専門委員会報告 

（３）専門委員会における調査研究項目の追加について 

 

 

 ５ その他 

 

 

 ６ 閉 会 

 

 

 

【 資 料 】 

 ○ 資料１   審議関係資料 

 ○ 資料２   報告関係資料 

 ○ 別冊    令和５年度第２回専門委員会審議関係資料 

 ○ 別冊   令和６年度宮城県公立高等学校入学者選抜要項 



高等学校入学者選抜審議会条例 

（昭和２８年３月２８日条例第４０号） 

 最終改正 平成２４年１２月条例第７１号 

 

第１条 教育委員会の諮問に応じ，高等学校の通学区域の検討，入学者の選抜の方法

及びその実施並びに学力検査問題の作成について調査審議するため，高等学校入学

者選抜審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

第２条 審議会は，３０人以内の委員で組織する。 

２ 審議会に，専門の事項を調査研究させるため，専門委員を置く。 

第３条 委員及び専門委員は，学校の教職員，総合教育センターの職員，教育庁の職

員及び学識経験者のうちから教育委員会が任命又は委嘱する。 

第４条 委員の任期は二年とする。ただし，補欠による委員の任期は，前任者の残任

期間とする。 

２ 教育委員会が必要と認めたときは，前項の規定にかかわらず，任期中においても

当該委員を解職することができる。 

３ 専門委員は，当該専門の事項に関する調査研究が終了したときは，退任するもの

とする。 

第５条 審議会に，委員長及び副委員長各一人を置き，委員の互選によって定める。 

２ 委員長は，会務を掌理する。 

３ 副委員長は，委員長に事故あるとき，その職務を代行する。 

第６条 審議会の会議は，必要に応じて委員長が招集する。 

第７条 この条例に定めるものを除く外，審議会の議事の手続その他審議会の運営に

関し必要な事項は，委員長が会議にはかって定める。 

   附 則 

 この条例は，公布の日から施行する。 

   附 則（昭和４７年１０月１１日条例第２７号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。 

   附 則（平成２４年１２月２０日条例第７１号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２５年４月１日から施行する。 
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（別紙１） 

令和７年度宮城県立高等学校入学者選抜方針（案） 

 

  宮城県立高等学校における入学者選抜は、高等学校及び中学校における教育の目的の実

現及び健全な教育の推進を期し、公正かつ適正な選抜方法と選抜尺度により厳正に行うも

のとする。 

 

１ 基本原則 

 (1) 各宮城県立高等学校長（以下「高等学校長」という。）は、その教育を受けるに足

る多様な能力と適性等を積極的に評価し、選抜するものとする。 

 (2) 出願事務及び選抜事務の厳正を期するため、中学校にあっては調査書等作成のため

の委員会を、宮城県立高等学校（以下「高等学校」という。）にあっては選抜のため

の委員会を設置するものとする。 

 

２ 第一次募集 

 (1) すべての高等学校は、学校・学科の特色に応じて、第一次募集を実施する。選抜に

当たって、高等学校長は、原則として、調査書、学力検査の結果及び必要に応じて実

施する面接、実技（体育及び美術に関する学科の場合）、作文の検査結果に基づいて

共通選抜と特色選抜の２通りの方法により選抜するものとする。 

 (2) 学力検査 

  イ 学力検査の実施教科は、国語、社会、数学、理科及び英語とする。 

  ロ 学力検査の内容は、中学校学習指導要領の趣旨を踏まえ、基礎的・基本的なもの

を重視するとともに、生徒の多様な能力・適性等が評価できる適切な質と分量の問

題になるよう配慮するものとする。 

 

３ 追試験 

   すべての高等学校は、第一次募集検査日当日に、やむを得ない事由により受験できな

かった者を対象に、追試験を実施する。 

  この場合、学力検査、面接、実技（体育及び美術に関する学科の場合）及び作文並び

に選抜方法等については、第一次募集に準ずる。 

 

４ 第二次募集 

    合格者数が、募集定員に満たない場合においては、第二次募集を行うものとする。選

抜に当たって、高等学校長は、調査書のみの審査、あるいは調査書に、第二次募集の学

力検査、面接、実技（体育及び美術に関する学科の場合）及び作文のいずれか一つ又は

複数の結果を合わせた審査を行うことができる。 

 

５ 連携型中高一貫教育に関する選抜 

    連携型中高一貫教育を実施する高等学校は、連携型中高一貫教育を実施する中学校の

卒業生を対象とした選抜を実施する。選抜に当たって、当該高等学校長は、原則とし
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て、調査書、その他必要な書類、学力検査（第一次募集に準ずる。）及び面接等の結果

に基づいて総合的に審査するものとする。 

 

６ 社会人特別選抜 

    定時制課程の学科を有する高等学校においては、第一次募集において社会人を対象と

した選抜を行うことができる。当該高等学校長は、学力検査について、弾力的に対応す

ることができるものとする。 

 

７ 通信制課程に関する選抜 

  当該高等学校長は上記によらず、選抜を行うことができるものとする。 

 

８ 全国募集選抜 

   全国募集を行うモデル校として指定された高等学校は、該当する市町村と生徒受け入 

れに関して連携して、全国募集選抜への出願者を対象とした選抜を実施する。 

この場合、募集人数は、募集定員の外数とし、選抜に当たって、当該高等学校長は、 

原則として、調査書、学力検査（第一次募集に準ずる。）及び面接等の結果に基づいて 

総合的に審査するものとする。 
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（別紙２） 

 

令和７年度宮城県立高等学校入学者選抜日程（案） 

 

 

 

    第一次募集 

 

 

実 施 日  令和７年 ３月 ４日（火） 

 

 

追 試 験 日  令和７年 ３月 ７日（金） 

 

 

合格発表日  令和７年 ３月１３日（木） 
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２ 第１回審議会における主な意見等  

 

（１）令和７年度宮城県立高等学校入学者選抜方針について 

イ 事務局案 

 令和６年度選抜方針を踏襲し、内容及び文言に変更なし。 

ロ 委員からの意見 

特になし 

 

（２）令和７年度宮城県立高等学校入学者選抜日程について 

イ 事務局案 

    ○ 第一次募集の学力検査を３月４日（火）とする。 

    ○ 第一次募集の学力検査から追試験までの日数について、感染症に罹患した場合を想定し

５日間を確保すると、第二次募集実施日が高等学校の修業式と重なることや、合格発表が

金曜日となり不合格生徒へのケアが十分にできないことなどのデメリットが考えられるこ

とから、追試験は、令和６年度入試日程に準じ、３月７日（金）とする。 

○ 学力検査から合格発表までの日数について、採点や追試験、入試事務等の日程を考慮し

て相当の日数を確保し、合格発表を３月１３日（木）とする。 

    ○ 第一次募集で不合格となった受験生の心のケア等のため、第二次募集出願期間は、第一

次募集合格発表日から平日３日間を確保する。 

    〇 事務局案は第一次募集学力検査と追試験の間に２日間しかないため、感染症に罹患し追

試験が受験できない受験生に対する対応については、令和５年度入学者選抜まで実施して

きた、新型コロナウイルス感染症に係る受験機会確保の対応に準じる形を基本としながら、

今後慎重に検討する。 

ロ 委員からの意見 

○ 第一次募集学力検査と追試験の間に２日間しかないことは、受験生に不安を与える。追

試験が受験できないため第二次募集学力検査を受験する場合、追試験とは教科が異なる。 

○ 第一次募集学力検査と追試験の間に２日間しかないのであれば、感染症に罹患し追試験

が受験できない受験生に対し、コロナ禍での対応に準じた受験機会確保の対応が必要であ

る。 

○ 第一次募集学力検査と追試験が近接していることを解消するため、追試験を３月１０日

（月）とすることを検討できないか。ただし、その場合は、高等学校の選抜日程は非常に

厳しくなる。 
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令和５年度宮城県公立高等学校入学者選抜に係る 

新型コロナウイルス感染症への対応について 
 

宮城県教育委員会  
 仙台市教育委員会  
石巻市教育委員会  

 
 

１ 新型コロナウイルス感染症に係る基本対応（第一次募集） 
 

 受験者の状況 
高校入試への受験対応・追試験申請 

本試験当日 受験機会の確保 

Ⅰ 感染症罹患者 

学力検査日当日までに療養

期間が終了していない 

（療養期間については別紙

１のとおり） 
受験できない 

→追試験申請 

①追試験の日程で受験 

②第二次募集の日程で受験 

③書類審査で対応 

Ⅱ 

濃厚接触者注１ 

又は 

感染の可能性があ

る者注２ 

学力検査当日までに待機 

が解除されていない 

（濃厚接触者及び感染の可

能性がある者の待機期間に

ついては別紙１のとおり） 

Ⅲ 

「Ⅰ・Ⅱ」に該当し

ないが，発熱等の

症状がある者 注３ 

学力検査当日に発熱など風

邪様の症状がある 

受験できない 

→追試験申請 
①追試験の日程で受験 

注１ 陽性者の同居家族である者や，保健所・施設管理者から濃厚接触者と特定された者。 

注２ 新型コロナウイルス感染症罹患者が校内で確認され，学校保健安全法１９条により学校長が感染の可能性が

ある者として個別に出席停止を要請している者。 

注３ 発熱症状がある場合は，基本的に追試験を受験する。平熱の高い受験者は，中学校を通してあらかじめ高 

校に相談し，中学校長・保護者確認の上，別室で受験することも可とする。 

 

（１）第一次募集に出願した受験者が感染又は濃厚接触者・感染の可能性がある者に特定された場合 
（上記「Ⅰ」「Ⅱ」の場合） 

 

受験者の状況 
出願校での受験対応 

受験日 受験する試験内容 合格発表日 

イ 
本試験当日（3月 6日（月））までに療養期間又

は待機期間が終了している者 

3月6日 

（月） 
本試験 

3月 16日

（木） 
ロ 

本試験を受験できなかった者のうち次のいずれ

かに該当する者 

(ｲ)追試験当日（3月 13日（月））までに療養期

間又は待機期間が終了している者 

(ﾛ)受験可能な濃厚接触者又は感染の可能性が

ある者 注４ 

3月13日

（月） 
追試験 

ハ 

本試験及び追試験が受験できなかった者のうち

次のいずれかの者 

(ｲ)第二次募集当日（3月 23日（木））までに療

養期間又は待機期間が終了している者 

(ﾛ)受験可能な濃厚接触者又は感染の可能性が

ある者 注４ 

3月23日 

（木） 

国語・数学・英語の学力検
査（第二次募集の学力検
査問題）及び面接・実技・
作文（出願校が第一次募
集で課したもの） 

3月 23日 

（木） 

もしくは 

3月 24日 

（金） 

ニ 
本試験，追試験及び第二次募集の日程で実施す

る追試験が受験できなかった者 
 

調査書等による 
書類審査 

注４ 受験可能な濃厚接触者とは，次の(ⅰ)～(ⅲ)の条件をすべて満たす者をいう。 

参 考 
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※ 保健所において濃厚接触者であることやＰＣＲ検査の結果が陰性であることを文書等で証明することは

ないため，入学志願者から受験可能な濃厚接触者であることの申告をあらかじめ受け，下記(ⅰ)から(ⅲ)
の条件を満たすことを確認した上で，終日別室において受験を認める。 

    (ⅰ) 初期スクリーニング検査（自治体又は自治体から指示された医療機関が実施するＰＣＲ等の検査（行政

検査））の結果，陰性であること。行政検査が実施されず自宅待機となっている者については，行政検査の

結果が得られないため，待機期間中，十分に健康観察を行い，無症状であることを以て，陰性と同等とみ

なす。 

なお，行政検査の結果が得られない場合は，可能であれば抗原定性検査キット（「医薬品」の表示がある

もの）により陰性確認を行うことが望ましい。 

    (ⅱ) 検査日当日も無症状であること（別紙２「健康状態チェックリスト」のすべての条件を満たすこと。）。 

   (ⅲ) 検査日当日，公共交通機関を利用せず，検査会場に自家用車等で往復できること。 

       中学校は，あらかじめ交通手段の確保を家庭に依頼すること。 

 

（２）受験者の周囲（同一中学校に在籍している生徒・教職員等）で感染者が確認されたが，受験者は濃厚接触者
ではない場合の対応 

 

受験者の状況 
出願校での受験対応 

受験日 受験する試験内容 

イ 発熱等の症状がある場合 注５ ３月13日（月） 追試験 

ロ 発熱等の症状がない場合 ３月６日（月） 
本試験 注６ 

（通常の教室で受験） 

注５ 発熱症状がある場合は，基本的に追試験を受験する。平熱の高い受験者は，中学校を通して３月２日（木）

までに高校に相談し，中学校長・保護者確認の上，別室で受験することも可とする。 

  注６ 本試験の受験に際し，感染者が確認された中学校長から，「新型コロナウイルス感染症に対する精神的不安」

を理由に配慮申請があった場合は，当該中学校長と協議の上，該当する受験者の別室受験を認めることとする。 

 

２ 受験会場となる高等学校における対応 
（１）事前準備について 

   生徒・教職員に感染者が出る等の不測の事態が生じた場合，試験会場を消毒する等の対応が必要となる。３月６

日（月）の本試験を円滑に実施するために，３月３日（金）に会場準備を行い，４日（土）及び５日（日）は原則

として検査会場となる区域への生徒の立ち入りを制限し，当日に備える。 

（２）各検査前に生徒・教職員の感染及び濃厚接触者が確認された場合 

  ○ 当該高等学校内の消毒等を徹底し，予定どおり入学者選抜を実施する。 

  ○ 校長が感染した場合は，教頭がその職務を代行し，また，校長及び教頭が感染した場合は，教育委員会から職

員を派遣し，その職務を代行することで，円滑に入学者選抜が実施できるよう措置する。 

  ○ 教職員の感染者が複数に及んだ場合は，教育委員会から職員を派遣し，その業務を代行することで，円滑に入

学者選抜が実施できるよう措置する。 

 

３ 円滑な高等学校入学者選抜の実施に向けた対応 
（１）生徒及び教職員は，マスクの着用やうがい，手洗いの励行等，新型コロナウイルス感染症予防を徹底すること。 

（２）生徒・教職員に感染が確認された場合は，速やかに県教育委員会（高校教育課）に報告し，対応を協議すること。 

（３）発熱，咳等がある教職員は勤務を控え，速やかに医療機関を受診させる等，新型コロナウイルス感染症予防に万

全を期すこと。 

 

４ その他 
調査書の取扱いについては以下のとおりとする。 

  ○ 入学者選抜資料として調査書を活用するにあたって，出席日数や学習評価の内容等の記載により不利益を被る

ことのないようにする。 

  ○ 諸活動の記録や指導上参考となる諸事項等の記載が少ないことをもって，入学志願者が不利益を被ることがな

いようにする。 
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【事務日程】

　令和６年９月２日（月）から９月６日（金）午前１１時まで

合格通知 　令和６年９月１３日（金）に郵便で発送

通信制課程

一期入学者選抜

出願受付 　令和６年３月１１日（月）から３月１８日（月）午前１１時まで

面接検査
　令和６年３月１９日（火）、３月２１日（木）、３月２２日（金）
  の３日間のうち指定された日

合格通知 　令和６年３月２５日（月）に郵便で発送

二期入学者選抜

出願受付

第二次募集

出願受付 　令和６年３月１５日（金）から３月１９日（火）まで

学力検査等 　令和６年３月２１日（木）

合格者の発表 　令和６年３月２１日（木）又は３月２２日（金）

求める生徒像・選抜方法一覧公表 　令和５年５月１９日(金）

出願希望調査 　令和６年１月１０日（水）から１月１２日（金）午後３時まで

第一次募集

(連携型選抜)
(全国募集選抜)

出願受付 　令和６年２月１３日（火）から２月１６日（金）午前１１時まで

学力検査等実施日 　令和６年３月５日（火）

追試験実施日 　令和６年３月８日（金）

合格者の発表 　令和６年３月１４日（木）午後３時

１　令和６年度宮城県公立高等学校入学者選抜事務日程等について

事　項 期　日

募集定員公表 　令和５年５月１９日(金）
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２ 専門委員会報告 
 

（１）調査研究の目的 

  イ 高校入試におけるＷｅｂ出願について 

高校入試の出願に係る、志願者（受験生・保護者）が行う事務手続きの簡便化と利便性の向上、

中学校・高等学校の業務負担軽減を図るために有効と考えられるＷｅｂ出願について、本県高校入

試への導入可能性とその在り方等について検討する。 

  ロ 調査書の記載事項について 

    本県公立高校入試の調査書の記載事項及び様式について、入学者選抜の実施に真に必要な事項

で構成されているか、また部活動の地域移行に伴い、生徒の校内外での活動の成果について、今後

調査書での取扱いをどのようにするか等の観点から検討する。 

 

（２）専門委員名簿 

 

No. 氏  名 現  職 備  考 

１ 熊谷  龍一 東北大学大学院教育学研究科 准教授 入選審委員 

２ 平吹   淳 宮城県ＰＴＡ連合会 副会長  

３ 小野 ゆかり 美里町立南郷中学校 校長 入選審委員 

４ 吉田  尚美 女川町立女川中学校 教頭  

５ 河本  和文 東北学院榴ケ岡高等学校 校長  

６ 茂木   悟 名取高等学校 校長  

７ 佐々木 久晴 宮城広瀬高等学校 教頭  

８ 中山  治彦 総合教育センター 所長 入選審委員 

 

（３）第２回専門委員会における審議の概要 
 

  ❑ 公開・非公開の確認 →公開 

  ❑ 専門委員の委嘱・任命 

  ❑ 専門委員会の目的と設置の経緯説明 

  ❑ 委員長選出 →熊谷龍一委員を委員長に選出 

  ❑ 審議 

イ 高校入試におけるＷｅｂ出願について 

     〇ニーズの高まりと本県の現状［別冊：p.1］ 

       

 

 

 

 

 

 

 

‹主な意見› 本県の出願手続きの現状について 

・〔保護者〕県収入証紙の購入が非常に大変である。 

・〔中学校〕受験生が手書きで願書を作成するため、訂正が多くなることもあり、そのたび

に家庭とやり取りをしながら時間をかけて指導している。 

・〔中学校〕郵送で出願する場合、きちんと受理されているのか不安である。 

・〔高校〕出願受理の作業に非常に神経を遣うため、相当の人員と時間を要する。 

・〔高校〕Ｗｅｂ出願を導入したとしても、提出書類の確認をすることには変わりがなく、

どの程度の作業負担軽減になるのかは、まだイメージが湧かない。 
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 〇他都道府県における実施状況［別冊：p.2～4］ 

     〇東北学院榴ケ岡高等学校におけるＷｅｂ出願 

河本和文委員（東北学院榴ケ岡高等学校 校長）より情報提供 

 

 

 

 

 

 

 

〇Ｗｅｂ出願導入の成果と課題等［別冊：p.5］ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‹事務局説明要旨› 他都道府県のＷｅｂ出願と導入にあたっての課題 

・出願には、願書提出、選抜手数料納入、調査書の提出等のさまざまな手続きが含まれる

が、都道府県によって、そのすべてを電子化している場合と、一部に紙媒体を併用して

いる場合とがあり、運用の形は様々である。 

・他都道府県の実施状況から、電子化が困難であるのは「選抜手数料の納入」と「調査書の

提出」であると思われる。本県でも、これらを電子化するためには、選抜手数料を県収

入証紙で納入することが県立学校条例で定められていること、調査書を電子データでや

り取りするためには高度なセキュリティー対策が求められることなど、様々な課題を解

決する必要がある。 

‹主な意見› 本県におけるＷｅｂ出願の導入について 

・条例改正の必要など課題はあるが、選抜手数料をクレジットカードやコンビニ決済で納

付できれば、保護者にとっての利便性が非常に高まる。 

・調査書の電子送信が実現すれば、高校が行う出願受理後のデータ処理がかなり楽になる

だろう。 

・すべての手続きを一度に電子化することが難しいのであれば、できる部分から導入し、

時間をかけて完成させる形でもよいのではないか。すべて電子化することにこだわると、

機を逸してしまう。 

・書類の確認等、紙媒体の方がむしろやりやすい場合も考えられるので、紙媒体で行う部

分と、電子化する部分とを分けて考え、併用してもよいのではないか。 

・事務作業の簡便化はメリットが大きいが、一方で、中学生が願書という正式な書類を自

ら手書きするという機会は失われる。中学校や保護者にとっても、願書の作成は生徒に

向き合って指導する機会になっていた。 

・Ｗｅｂ出願の導入にあたり、入試に係る業務効率化と、複雑なチェック体制を簡略化し

誤りを防ぐことを最も重視した。 

・受験生、保護者にとっての利便性が大きく向上した。Ｗｅｂ出願導入年度、出願申込が

最も多かった時間帯は 19 時～23 時であり、日中に選抜手数料納入等の手続きをするこ

とが難しい家庭が多いことが分かる。 

・中学校にとっても、郵送する書類が削減されることや、「出身中学校専用サイト」で生徒

の出願状況を確認できることなど、メリットが大きい。 

・導入年度は若干の混乱も予想されたが、受験生の入力ミスは数件に留まった。 

・インターネット環境のない受験生のため、パソコンとプリンターを学校に準備している

が、ここ数年利用はない。 
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  ロ 調査書の記載事項について 

     〇記載事項検討の必要性［別冊：p.7］ 

     〇全国の状況［別冊：p.8］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     〇本県の現状と検討の観点［別冊：p.9～11］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‹主な意見› 調査書を構成する項目は、選抜に真に必要な事項であるか 

・〔高校〕特色選抜においては各高校が「求める生徒像」に照らし、調査書の記載事項を用

いて総合的に審査をしているので、選抜資料となる情報は多い方がよい。この項目が不

要だ、という判断はなかなか難しい。 

・〔高校〕欠席の状況欄については、欠席日数という数字だけでは真実を捉えにくい部分も

ある。欠席日数は調査書に記載すべき情報だろうか。 

・〔中学校〕生徒の状況については指導要録に詳細に記載したり、高校の教員に直接伝えた

りして共有しているが、欠席の状況を情報として伝えるための記載欄は、調査書にもあ

った方がよいのではないか。 

‹主な意見› 部活動の地域移行に伴い、部活動の活動状況についての記載をどうするか 

・〔高校〕部活動のような受験生が中学校時代に頑張ってきたことは調査書に示された方が

よいと考えるが、地域移行が進んだとき、中学校が活動状況を把握することは確かに難

しいだろう。 

・〔中学校〕スポーツ面での活躍や社会や地域での活動状況は、高校が知りたい情報である

と考える。中学校では、生徒たち自身から活動状況を聞き取る機会はつくっているので、

記載できる欄があることは、生徒たちにとってはプラスである。 

・〔中学校〕地域移行の進み具合は地域差が大きいこと、部活動を自由加入とする中学校が

増えてきていること等を踏まえると、部活動のみに特化していない現状の記載欄を残す

方がよい。 

・〔保護者〕クラブチームでのスポーツなど、地域で行っている活動の成果についても、高

校の先生方にみてもらいたい。子供たちを見ている地域の指導者と学校の教員が情報を

共有できればよい。 

‹事務局説明要旨› 記載事項検討の必要性と全国の状況 

・文部科学省等からの通知により、調査書の記載事項は、入学者選抜の資料として真に必

要な事項に精選することとされている。 

・部活動の地域移行が進んでいく中で、生徒の校外での活動をどの程度まで調査書に記載

すべきかについて検討が必要である。 

・調査書様式の変更を検討している他都道府県への聞き取りでは、欠席日数の記載欄と部

活動記載欄について変更の必要性を感じているとの回答が多かった。 

・欠席日数と部活動の活動状況については、大多数の都道府県が調査書に記載する欄を設

けている。 

・一部の都道府県では、調査書の記載事項を「各教科の学習の記録（評定）」のみに絞るな

ど、記載項目数を減じる大きな改革を行っている。 

・調査書の項目数を絞っている都道府県では、生徒の個性や長所を多面的に評価する選抜

を行うため、自己表現のための面談や自己申告書の提出などを選抜資料に加えている。 
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（４）今後の予定 

 

 ❑ 第３回専門委員会（日程調整中） 

   第２回専門委員会の審議を踏まえ、調査・研究と検討を継続する。 

（１）本県におけるＷｅｂ出願の実現可能性について検討を進める。検討の視点を整理し、本県で

導入を目指すＷｅｂ出願のシステムについて、求められる仕様や留意点など、具体に検討す

る。 

   （２）調査書記載事項については、他都道府県の入試改革に伴う調査書様式の変更等について調査

研究を進めた上で、本県の調査書様式と記載項目について、さらに議論を深める。 
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３ 専門委員会における調査研究項目の追加について 

「現行入試制度における、例外的な選抜の在り方について」 

 

（１）背 景 

   現行入試制度については、今年度の第１回入学者選抜審議会において、「宮城県高等学校入学

者選抜の実施に係る検証結果」が報告され、旧制度の課題を概ね解消しているとして、受験生、

中学校、高等学校のいずれの調査対象者からも肯定的に受け入れられていることから、入試制

度改革は一定の成果が認められたところである。しかし、入試制度としては肯定されているが、

今後、各学校の特色化が進められる中で、現行の入試制度の範囲には収まらない選抜方法が求

められる可能性がある。 

 

 

（２）国の動向 

イ 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（令和３年１月２６日中教審答申） 

 ○ 急激に変化する時代 

  ・社会の在り方が変わる「Society5.0時代」の到来 

  ・新型コロナウイルスの感染拡大など先行き不透明な「予測困難な時代」 

 ○ 新時代に対応した高等学校教育等の在り方について 

   学習意欲を喚起し、可能性及び能力を最大限に伸長するための各高校の特色化・魅力化 

 ○ 人口動態等を踏まえた学校経営や学校施設の在り方について 

  

ロ 教育進化のための改革ビジョン（令和４年２月２５日） 

 ○ 今後の施策展開の方向性 

・個別最適な学びと協働的な学びの日常化 

・特別な指導や支援が必要な子供への学びの場の提供 

・全ての生徒の能力を伸長する高校教育の提供 

 

 

（３）本県における将来構想 

第３期県立高校将来構想第２次実施計画（令和５年３月） 

○ 未来を拓く魅力ある学校づくり 

 ・社会的ニーズに応じた高校、学科の在り方 

 ・学びの多様化への対応 

 ・少子化の中での高校の在り方 

 ・魅力ある学校づくり 
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（４）他県の例 

○ 東京都 

・エンカレッジスクール（全日制）／学力検査なし 

 中学校で十分能力を発揮できなかった生徒のやる気を育て、頑張りを励まし応援する高校。

基礎・基本を徹底するとともに体験学習を重視。 

○ 神奈川 

・クリエイティブスクール（全日制）／学力検査なし、調査書不要 

 一人ひとりが持っている力を必ずしも十分に発揮できなかった生徒に対して、これまで

以上に学習意欲を高める取組みを行う高校。 

○ 大阪府 

 ・エンパワメントスクール（全日制）／基礎的な内容の学力検査、面接 

自分の理解度に応じて基礎・基本から専門的な内容まで、「わかる喜び」を感じながら学

べる高校。 

 

（５）調査研究すべき内容 

    他都道府県では、特色ある教育を進めるにあたり、入試についても一般的な学力検査と調

査書によらない選抜方法等を用いている事例が見られる。本県でも、現行入試制度は維持し

つつ、今後、学びの多様化への対応や少子化の中での高校の在り方など、高校の将来構想を進

める中で、入試制度についても検討する必要がある。しかし、入試制度の変更等は、受験生が

主体的な学校選択をするためにも中学校入学のできるだけ早い時期に提示する必要があるこ

とから、他都道府県の特色ある学校で実施されている例外的な選抜方法について、調査研究

を始めることとしたい。 
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